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W　総和群集による生態立地評価・区分

　　Okologische　Absch銭もzung　und　Gliederu獲g　der　Standorte頚

　　naCh　SigmaSSOZiaもiOnen

1．　目的・概念　Zweck　unδ8egri£f

　生態立地図は，一定の広がりをもつ地域の植物社会学的観点からの総和群集を基礎とした景観

区分図である。ここでいう景観Landschaftとは，緑で代表される自然環境が，人：文・歴史的要

因と係わり，相互に関連しあいながらまとまった総体である。立地，人文，歴史を基礎として生

態的まとまりとして認識されるものである。したがって，植物社会学的：景観学位すなわち総和群

集単位は，自然立地に土地利用形態を加えた，緑の環境の質的な評価区分である。

　限られた面積しか有しない，人口密度の高い国土，さらに静岡地塁では，より持続的で有効な

利用と環境保全策が求められている。そのため，國土の多様な環境条件を総合的・広域的に重巴握

する必要性が高まっている。とくに，緑の環境および，それを支える立地の質的判定と，科学的

根拠に基づく管理，保全が望まれている。自然や生物的環境の主要素である植生は，細かな立地

条件の差異に応じて成立しており，その土地の自然環境を総和している。さらに，静岡県下の大

部分の地域のような等化景観域では，長い閾の人間生活，人偽的干渉の歴史も反映している。

　静岡県全域を始めとする広域的な緑の環境の質的評価も含めた意味での景観の把握方法として

総和群集図がある。総和群集図は，自然植生から代償植生まで，生育する植生の群落組成と配分

とを植物社会学的調査法により把握されたものであり，多様な凝然環境と土地利用形態との総合

評価図でもある。総和群集図は生態学的な景観の区分，システム（系統）化である。総和群集単

位の決定と体系化は自然環境と人間活動形態の総合的かつ有機的把握を意味している。

2．対 象　Objekt

　総和群集図は，細かなモザイク状に現存している植生のすべてを構成員とする，植物社会学的

にみた景観Landschaftの位置と広がりを具体的に示している。したがって，自然環境と人間活

動の総和として具現されている現存二三（群集および群落）の組成および配分とから判定された

有機的まとまり，すなわち総和群集を対象として，比較的大縮尺（！：50，000～1：1，000，000）

で図化されたのが総和群集図である。

3，　作成プ隣ゲラム　A難fer£igung　des　Pmgramlnes

総和群集図のf乍成手順はFig．8に示される。総和群集単位の決定および総和群i集単位の質的
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評価は，現地踏査により行われる。さらに，空中写真等のリモートセンシングを主体としたデー

タから補足されている。

〈既存資料〉 〈現地踏査〉 〈室内作業〉
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　　　　Fig．8　総和群集図の作成手順

Schematische　Darstellung　der　verschiedenen　Stufen　ln

der　Kartierungsarbeitsweise　von　der　Sigmassoziation．

（1）　群集。群落単位の検討

　　総和群集は，現在まで多くの成果が得られている植物社会学的方法による植生の類型・区

　分を基礎とする。したがって，既存の植生単位（基本単位を￥F詐集とする）について検討を行う。

　現地調査で明確に判定されるにいたらなかった晶晶については，植生調査Vegetations－

　aufnahme資料の収集が行われ，さらに他の資料との比較検討が必要である。

（2）　現地踏査による総和群集調査

　　総和群集の調査資料の収集にあたっては，（1）有機的つながりをもつ景観で，（2）ほぼ均質で，

　（3）最小面積以上の広がりをもつ対象地点が選定される。

　　各調査地毎に，生育するあらゆる植生について記載を行い，各植生について被度および群

　度の測定を行う。

　　被度については6段階表示，群度については4段階表示で行われた。

　　被度階級　5：その植生（群集，群落，植林等）が調査面積の3／4以上を占めている。

　　　　　　　4：その植生（群集，群落，植林等）が調査面積の1／2～3／4以上を占めている。

　　　　　　　3：その植生（群集，群落，植林等）が調査面積の！／4～1／2以上を占めている。

　　　　　　　2：その植生（群集，群落，植林等）が調査面積の1／10～1／4以上を占めている。
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　　　　　　　1：その植生（群集，群落，植林等）が調査面積の1／10以下であるが，多くの

　　　　　　　　地点にみられる。

　　　　　　　＋：その植生（群集，群落，植林等）が調査面積の1／10以下であり，しかもま

　　　　　　　　れにしかみられない。

　　群度階級　O：面としての広がりをもっている。

　　　　　　／：線としての広がりをもっている。

　　　　　　　：：点としての広がりをもっており，しかも生育地点も多い。

　　　　　　　・：きわめてまれに点として広がりをもつにとどまる。

　　現地踏査では，土地利用の性格，景観構成上の意味のちがいから，同じスギやヒノキの生

　育地でも，山地の典型的植林を植林，都市や郊外に点または線として植えられている林分を

　植栽とし，壇根（生垣），並木，単記はそれぞれに区分して調査資料が収集されている。

（3）　組成表の作成

　　現地踏査の結果得られた総和群集調査資料は，植物社会学で～般に行われている調査

　（Br．・BL！964，宮脇1974他）による暦表，常在度表，部分表の段階をへて，総和群集組成

　表および総帯同集総合常在度表が作成される。

（4）　単位の決定

　　既存資料と比較検討を行うことによって，最：終的に総和群集単位が決定される。

　　総和群集名は，現地踏査によって調査された群集・群落組成のなかで標微あるいは区分と

　なる群集・群落名により代表される。

（5）　総和群集図の作成

　　決定された総和群集単位を凡例として，現地踏査を基本に，さらにリモートセンシングそ

　の他のデータを総合的に利用して，総和群集図が作成される。

　　　　　　　　　　Tab．1．　総和群集調査例（現地踏査資料）

　　　　　　　　£in　Beispiel　der　Vegetationsaufnahme（Sigmassoziation）、

　　　調査番号Feld．　Nr．；22，調査地Ort：静岡市井川Stadt　Shizuoka

　　　調査年月日　Datum：16．　Aug．1983，調　査　者　Aufn．　von：KS，　JK：，　HN

　　　相　　　観　Physiognomie：≧1全自然景観（二次林十植林）

　　　海　抜　高　Meeresh6he：600m，調査颪積　Gr6βe　d．　Probe飽c1玉e：500×500m2

　　　植被率Deckung　d．　Vegetation：100％，群落数Zahl　d．　Gesellsch．：9
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ4．　総和群集による生態的立地評価・区分　Okologische　Absch批zung

　　und　G互iederung　der　Standorten　nach　Sigmassoziationen

　A．自然景観　Naturlandscha銑

　1．総合群集名　フジハタザオーオンタデ総和群集（A－1）

　　　　　　　　　Arabido・Polygoneto　weyrichii　alpini・Sigmetum

l．　相観・構造

　1－L相観
　　　　表層の火山灰や砂礫が移動し続ける不安定な立地であり，有機物の堆積がほとんどない

　　　富士山頂付近に広がる裸地または先駆的にコマクサーイワツメクサクラスなどの崩壊地草

　　　本植物がきわめてまぼらに生育しているところである。

　1－2．配分模式

　　　　　　　　　（）∵．．・
　　　　　　　　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　　億、
　　　　　　　　　　　　　　　「じ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　o♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　儘悔，．i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫ス・・、ガ羅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕心・．一、．・

　！－3．優博する植生

　　　　フジハタザオーオンタデ群集，イワスゲーイワツメ群落，ミネヤナギ群落

　1－4．標徴および区分となる植生

　　　　フジハタザオーオンタデ群集，イワスゲーイワツメクサ群落

　1－5．高常在度の植生

　　　　フジハタザオーオンタデ群集，イワスゲーイワツメクサ群落，ミネヤナギ群落

　1－6．潜在自然植生

　　　　現存植生がそのまま潜在自然植生でもある。

　！－7．分　布

　　　　富士山の海抜2，400m以上。

2．　緑の現状の総合評価

　2－1．質的評価
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　　　　現存植生と潜在自然植生が一致している。生物が生育，生棲する環境としては極端で最

　　　もきびしい条件下にあり，このような環境下でも生育，生息可能な生物相は限られている。

　　　しかし，いずれもが，環境条件の制限に耐え．得たものであり，人闊活動の影響の少ない自

　　　然のままの緑で，景観上，学術上貴重な植生とされている。

　2－2．量的評価

　　　　現存植生はいずれも草本植生またはそれに準じた植生であり，量的には貧弱である。し

　　　かし，不安定な立地を保全している先駆的植生として位置づけられる。

3。　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　大部分が国立公園特別指定地域であり，人間活動の影響を最小限にとどめなければなら

　　　ない。

　3－2，景観管理

　　　　富士山頂付近という特殊な立地であり，立地の改変，建造物の建設には最大限の配慮が

　　　求められている。

　3－3．防災（立地保全，水源かん養など）

　　　　大雨や台風時には，表層の砂礫の移動が多いなど，きわめて不安定な立地である。

　3一一4．農林業地保全

　　　　農林業に不適地である。

　3－5．レクリエーション利用

　　　　登山者を含め，この地域の利用には，多くの制限が必要である。

　3－6．生活環境保全

　　　　特殊な例を除くと，生活環境域ではない。

　3－7．今後の課題

　　　　台風大雨など自然条件の変動によっても，土壌の崩壊を生じているが，この地域の自

　　　然環境保全は，登臨に伴ったさまざまな問題に集約されているとも言える。

　2、総合群集名　コケモモーハイマツ総繭群集（A－2）

　　　　　　　　　Vaccinio・Pineto　pumilae・Sigme毛Hm

1．　；相観。孝黄造

　！－1．相　観

　　　　コマクサーイワツメクサクラス域は，自然植生のハイマツ林および高山植生から構成さ

　　　れる高山帯特有の景観を墨しており，コケモモーハイマツ総和群集としてまとめられる。

　　　このコケモモーハイマツ総和群集は，日本における典型的高山景観である。標高2，700m

　　　以上で，1年を通して比較的乾燥し，冬季に多くの積雪がある。緩生低木林であるコケモ
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　　モーハイマツ群集およびミヤマハンノキーダケカンバ群集が風背側から尾根筋にかけてカ

　　ーペット状に広がっているの対して，ヒゲハリスゲーオヤマノエンドウ群集，タカネヤハ

　　ズハハコーアオノツガザクラ群集，コメバツガザクラーミネズオウ群集などが風衝側斜面

　　に広がっている。現存植生は自然植生で占められている。

1－2．配分模式

ハ

　1－3．優占する植生

　　　　コケモモーハイマツ群集，ヒゲハリスゲーオヤマノエンドウ群集，　（ミヤマハンノキー

　　　ダケカンバ群集）

　1－4．標徴および区分となる植生

　　　　コケモモーハイマツ群集，コメパツガザクラーミネズオウ群集，タカネヤハズハハコー一

　　　アオノツガザクラ群集，コマクサータカネスミレ群集，レンゲイワヤナギ群集

　1－5．高常在度の植生

　　　　コケモモーハイマツ群集，コメバツガザクラーミネズオウ群集，ヒゲハリスゲーオヤマ

　　　ノエンドウ群集

　1－6．潜在自然植生

　　　　コマクサーイワツメクサクラス域

　／－7．分　布

　　　　静岡県と山梨県，長野県との県境をなしている赤石山系の海抜2，700m以」二の地域であ

　　　る。北は聞岳（3，！89m）から南は光岳まで尾根筋，山頂部を中心に分布している。

2．　緑の現状の総合評価

　2－1，質的評価

　　　　静岡県のコマクサーイワツメクサクラス域は，富士山および赤石山系に分布している。

　　　富士山のフジハタザオーオンタデ総和群集にまとめられているのに対して，赤石山系がコ

　　　ケモモーハイマツ総和群集にまとめられている。南アルフ．ス国立公園に指定されており，
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　　　日本を代表する自然環境が残されてきている地域である。広い面積を占めているコケモモ

　　　ーハイマツ群集を除くと，細かな立地条件の差異に応じたさまざまな植生がモザイク状に

　　　分布しており，自然的あるいは人為的に細かな環境変化が植生の分布をたえず変えている

　　　地域である。

　2－2．量的評価

　　　　コマクサーーハイマツ群集は，常緑針葉樹のハイマツが優占しているが，高さ1～3mの

　　　わい生低木林である。いかなる樹種であっても森林植生を支え得るだけの潜在力をもって

　　　いない。植物の実質的な生活，活動期間が盛夏に限られているため，ハイマツの生長も著

　　　しく遅い。

3．　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3一・1．自然保全

　　　　全域が国立公園に指定されている。人聞活動の影響を最小限にとどめなけれぽならない。

　3－2．景観管理

　　　　自然景観域である。実質的な生長あるいは活動期間が短かく，一度荒廃した自然環境の

　　　復元には多くの年月を要する。

　3－3．防災（立地保全，水源かん養など）

　　　　登山者の往来による踏圧が植生を破壊し，立地の不安定化をまねくなど比較的程度の軽

　　　い環境圧の増加によっても，環境の荒廃を生じやすい。

　3－4．　農オ木業士也保全

　　　　農林業に不適地である。

　3－5．レクリエ・一ション利用

　　　　山小屋，登山道などを十分の整備し，自然環境への影響の軽減がはかられる必要がある。

　3－6　生活環境保全

　　　　盛夏を中心に多くの人々の訪れる地である。

3－7．今後の課題

　　　　高山帯の自然は，きわめて大きな環境圧が加えられており，台風など自然的，あるいは

　　　登山など人為的要因によって荒廃をまねいていることが少なくない。二次的，三次的自然

　　　環境の荒廃のおそれがある場合には，手を加えないという意味での保護を行っているだけ

　　　でなく，積極的な対応策も配りょした自然環境の保全が求められる。

3．　総会群集名　シラビソーオオシラビソ総和群集（A－3）

　　　　　　　　Abieteto　veiもchio・撫a罫iesii・Sigluetum

1．　相観・構造

　1－1．相　観
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　　　シラビソ，オオシラビソ，コメツガからなる亜高山針葉樹の自然林で大部分が占められ

　　ており，沢沿いなどにダケカンバ林が生育している自然景観域である。部分的にカラマツ

　　植林，伐採地がみられる。

　　シラビソ林：標高1，800mから2，700mの範囲に見られる自然林である。主としてシラビソ

　　　　　　　から成る森林で，林内にはトウヒ，カラマツ，ダケカンバ等の生育すること

　　　　　　　が多い。

　　ウラジロモミーコメツが林：標高1，600mから1，800mの範囲に見られる自然林でコメツガ

　　　　　　　の多い常緑針葉樹林である。

1－2．配分模式

　1－3．優旧する植生

　　　　シラビソーオオシラビソ群集

　1－4．標徴および区分となる植生

　　　　シラビソーオオシラビソ群集，チョウジコメツツジ群集

　1－5．高常在度の植生

　　　　シラビソーーオオシラビソ群集，　ミヤマハンノキーダケカンバ群集

　1－6．潜在自然植生

　　　　コケモモートウヒクラス域

　1－7．分布

　　　　赤石山系および富士山の海抜1，800mから森林限界の海抜2，700mに至る亜高山帯の大部

　　　分を占めている。

2．　緑の現状の総合評価

　2－1．　質白勺副Zf面
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　　　　常緑針葉樹を中心とする森林景観域，自然景観域である。

　2－2．量的評爾

　　　　亜高山帯という寒冷な気候条件の下に成立している高さ15～20mのシラビソ，オオシラ

　　　ビソ，コメツガなど常緑鋭葉樹の優占する林分であり，林内構造，種類組成が単純となつ

　　　ている。そのため，台風などで大量の倒木が生じることも少なくない。森林植生の景観を

　　　呈しているが，他の森林植生と比較して潜在力が低い。

3．　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　シラビソーオオシラビソ群集にまとめられる亜高山針葉樹林が優占する自然景観域であ

　　　る。現存しているシラビソーオオシラビソ群集は，亜高山帯に発達している自然林のため

　　　に，他の植生域の森林植生と比較して，生産量（生長量），現存量が低い。したがって，

　　　一度破壊されさり，荒廃した後の復元には多くの時間を要する。

　3－2．景観管理

　　　　亜高山帯を特徴づけている景観である。自然的であれ人為的であれ，この景観域におい

　　　ては，部分的あるいは小面積の自然破壊の影響が，二次的に周辺域の植生にまで及ぶこと

　　　が多い。

　3－3。防災（立地保全，水源かん養など）

　　　　亜高山帯の大部分を占めているこの景観域は水源かん養，立地保全を始めとする多様な

　　　機能を有している。

　3－4．農林業地保全

　　　　農林業の生産緑地としては不適地であるが，一部カラマツ植林が行なわれている。

　3－5．レクリエーション利用

　　　　積極的な」二地利用は＄1限されなけれぽならない。林道建設などの工事に伴った隣接域の

　　　自然環境の悪化に対しては，事前の十分な配りょが求められる。

　3－6．生活環境保全

　　　　臼常生活域ではない。

　3－7．今後の課題

　　　　この景観域の分布下限にあたる海抜1，700m付近以上の自然環境の保全には，積極的施

　　　策が求められる。現在でも残されている亜高山帯以上の自然景観域は，県土および全国土

　　　の環境形成に多面的機能を果してきており，破壊後の復元は原則的に不可能であるとの判

　　　断が求められる。

4．総合群集名　ヤマボウシーブナ総頼群集（A－4）

　　　　　　　　Corno－Fageも。　cre聾atae・Sigmet臆m
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1．　；相観・ネ黄造

　1－1．相　観

　　　　ブナクラス域でもブナ林，イヌブナ林，ウラジロモミーコメツが林など自然林が多く残

　　　されており，スギ，アカマツ，カラマツなどの植林の面積が小さい，森林植生の優占する

　　　自然景観域である。住宅地，集落はほとんどない。ウラジロモミ，コメツガなど常緑針葉

　　　樹林と混じえる貧養あるいは岩角立地タイプと夏緑広葉樹林のみのタイプとに下位区分さ

　　　れる。

　1－2。配分模式
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　！－3．優占する植生

　　　　ヤマボウシーブナ群集，タリーミズナラ群集

　！－4．標徴および区分となる植生

　　　　ヤマボウシーブナ群集，ハクウンボクーイヌブナ群落，クロベーヒメコマツ群集，アセ

　　　ビーーリョウブ群落

　1－5．高常在度の植生

　　　　ヤマボウシーブナ群集，スギ植林，スズタケ（ミヤコザサ，ハコネダケ，アマギザサ）

　　　群落

　1－6．潜在自然植生

　　　　ヤマボウシーブナ群集他（ブナクラス域）

　1－7．分　布

　　　　箱根の金時山山頂付近，天城山山頂付近，赤石山系および富士山の山腹部。

2．　緑の現状の総合評価
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　2－1．　質白勺評｛直i

　　　　ブナクラス域でもヤマボウシーブナ群集に代表される自然植生が多く残されている地域

　　　であり，富士・箱根・伊豆国立公園または南アルプス国立公園に指定されている。とくに，

　　　ヤマボウシーブナ群集はブナクラス域の植生の中で最も潜在力が高く，植物，勤物など生

　　　物相の種類組成が多彩で，多層構造をなす豊かな森林である。

　2－2．量的評価

　　　　静岡県のブナクラス域は，かってヤマボウシーブナ総和群集にまとめられる自然景観で

　　　多くの面積が占められていた。河川を通じて下流に流される水資源，養分供給源，立地保

　　　全など多様な機能を果している山地の自然林域として，夏緑広葉樹林のヤマボウシーブナ

　　　群集を始め，ミヤマクマワラビーシオジ群集，アブラチャンーケヤキ群集，バクウンボク

　　　ーイヌブナ群落，タマアジサイーフサザクラ群集，アセビーリョウブ群落など多彩な自然

　　　植生がまとまって残されている地域である。

3。　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　夏緑広葉樹林帯を代表する露然林のブナ林が残されている地域である。自然林が残され

　　　ていることは，同時に，動物，微生物を始め生物相が豊かで，その土地が発揮できる1垂1然

　　　環境の機能を最大限保有していることを意味する。

　3－2．景観管理

　　　　海抜1，700－800mのブナクラス域に分布し，しかも森林植生が優輸する自然景観域であ

　　　る。

　3－3．防災（立地保全，水源かん養など）

　　　　4～5層の多層構造からなる森林植生であり，自然植生が果し得る多面的な機能を有し

　　　ている。

　3－4．　農オ木鼠土瓶保全

　　　　現在まで，農林地として利用されていない。

　3－5．レクリエーション利用

　　　　本格的な自然の森として貴重な緑であり，植生の荒廃をまねかない程度の利用におさえ

　　　なけれぽならない。

　3－6．生活環境保全

　　　　直接的な生活環境域ではない。

　3－6．今後の課題

　　　　ヤマボウシーブナ総和群集域は，自然林が面として広がりを持っていることが第一義的

　　　に評価される。したがって，今後，この景観域においては，単に自然林を残すだけではな

　　　く，減少させない形での総合的保全の施策が求められる。
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　5．総合群集名　シキモーミ総和群集アカガシーウラジロガシ群落下位単位他（A－5）

　　　　　　　　　111icio・Abieteto　firmae－Sigmetum，　Untereinheit

　　　　　　　　　m童tder　Quercus　acuta－Q．　salicina－Gesellschaft　u．　a．

1．　相観・構造

　1一ユ．相観

　　　　ヤブツバキクラス域上部でモミ，ツガの優占するシキミーモミ群集，アカガシ，ウラジ

　　　ロガシなどの常緑広葉樹の自然林が多く残されている地域である。ヤブツバキ・クラス林が

　　　面として1km×1kmメッシュに記載される広がりをもっていることは少なく，常緑広葉

　　　樹の自然林が優占している景観（メッシュ）はこの凡例にまとめられている。

　1－2．配分模式
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　1－3．優罰する柾〔生

　　　　アカガシ～ウラジロガシ群集，シキミーモミ群集

　1－4．二二および区分となる植生

　　　　アカガシ～ウラジロガシ群落，タマアジサイーフサザクラ群集，シキミーモミ群集，モ

　　　チツツジーアカマツ群集

　！－5，高常在度の植生

　　　　スギ植林，アカガシーウラジロガシ群集，タマアジサイ～フサザクラ群集

　1－6．潜在自然植生

　　　　アカガシーウラジロガシ群落，シキミーモミ群集

　！－7．分　布

　　　　ヤブツバキクラス域上部，天竜川上流域，大井川上流，天城など。

2．　緑の現状の総合評価
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　2－1．質的評価

　　　　ヤブツバキクラス域でも限られて自然林が残されている地域である。ヤブツバキクラス

　　　域の自然林のほとんどが破壊しつくされてしまっている現在，貴重な自然林域とされてい

　　　る。

　2－2．　三白勺評f西

　　　　土地的にやや極端であるため，植林地として利用されずに残されてきた自然が大部分で

　　　ある。

3．　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　～部は自然公園域として指定されている。

　3－2．景観管理

　　　　1kmXlkmメッシュとして表現される常緑広葉樹の自然林が多く残されている自然景

　　　観域のまとまりである。自然環境保全の核として広い地域が保護されることが望まれる。

　3－3．防　災

　　　　多くが岩角地，母岩露出地であり，自然植生を残すことによる立地保全が効果が大き

　　　い。

　3－4，農林業地保全

　　　　この景観域は農林業地は少なく，河川を通じて水，養分を下流の生育緑地に供給する水

　　　源かん養機能などを指摘できる。

　3－5．レクリエーション利用

　　　　この自然景観域に直接人々が訪れるのではなく，人々が遠くから望むことのできる豊か

　　　な虜然と位置づけられることが望ましい。

　3－6．生活環境保全：

　　　　直接に結びつかない。

　3－7．今後の課題

　　　　静岡県民の大部分の人々が生活，活動している場でもあるヤブツバキクラス域に残され

　　　ている貴重な自然景観域であり，高い評価が与えられ，積極的保護，保全が望まれている。

　6．総合群集名　イヌコリヤナギ総和群集

　　　　　　　　Saliceto　i無tegrae噂Sigmetum

l。　相観・構造

　1－1．相　観

　　　　河川，河辺。流水量の増減によって，生育地の環境条件が変化し，時として表層の土砂

　　　の流出，流入を生じることもある不安定な立地となってる。また，立地条件も細かな差異
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　　がある。そのため，生育している植生は草本植生から森林植生まで多彩である。人間活動

　　の影響も多く，ススキクラス，ヨモギクラスにまとめられる草本植生が優占している。

1－2　配分模式

　！－3．優目する植生

　　　　ススキクラス，ヨモギクラス，ヨシクラス。

　！－4。標徴および区分となる植生

　　　　イヌコリヤナギ群集，オギ群集，ツルヨシ群集，ナガバギシギシーギシギシ群集。

　1－5，高常温度の植生

　　　　ヨモギクラス，ノイバラクラス，ヨシクラス

　1－6．潜在自然植生

　　　　イヌコリヤナギ群集，コゴメヤナギ群集などオノエヤナギクラスとススキクラス，ヨシ

　　　クラス

　1－7．分　布

　　　　天竜川，大井川，安倍川，寓士川，狩野川を始めとする各河川。総和群集としては，下

　　　流域，河口部を中心に広がっている。

2．　緑の現状の総合評価

　2－1．　質白勺言平伺［i

　　　　定期的に冠水したりするために，森林植生は小面積にとどまっているが，河辺植生は水

　　　質浄化を中心に，流水量軽減など河川のもつ生物的，物理的効果を果してくれている。

　2－2．量的評価

　　　　自然環境における河川のもっている意味は重要である。流水に沿って細ながい帯状の広

　　　がりをもち，機能的に他の景観域と区分されるべき，独立性の強い植生である。

3．　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　河川，河辺を求める野鳥を始めさまざまな生物たちの棲息地であり，流域圏，集水域と
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　　してまとまりをもつ生態系，多様な自然環境が集約されている。

3－2．景観管理

　　　上流域，源流域の豊かな自然景観域から植林，二次林の優占する景観域を経て，水田，

　　畑の耕作地，さらに市街化域，都市域に至る細ながい帯をなす景観域である。隣接する景

　　観によってイヌコリヤナギ総和群集の性格がちがってくる。

　　　上流，中流の自然環境の荒廃と，都市の発達がみられる下流域の河辺植生の悪化，景観

　　上の荒廃を生んでいる。

3－3．防　災

　　　河辺植生の確保されている立地では，増水時の流量軽減作用が強い。

　　　また，オープン・スペースとして火災蒔などに避難場所を提供できる。

3－4、農林業地保全

　　　定期的な増水がみられるため植林には不適地であるが，一部疏菜類の耕作畑として利用

　　されている。

3－5。レクリエーション利用

　　　慣久的な施設の建設は娼来ないが，オープン・スペースとして利用が可能である。

3－6。生活環境保全

　　　河川および河辺植生は生活環境の保全に多面的にかかわってきている。災害時の避難場

　　所の提供を始めヨシ，オギ，スゲ類など河辺髄生による水質浄化，気象とくに温度変化の

　　緩和機能，水質環境の指標などがあげられる。

3－7．今後の課題

　　　河川および河辺植生は地域環境の保全，形成における重要な役割を果してきた。現在で

　　も，本質的性格に変りがないが，緑が少ない都市に住んでいる人々が身近に存在する緑，

　　オープン・スペースとして相対的価値を高めているのに対して，郊外，LLI地においては，

　　河川の護岸工事が進み，上流から下流への水路としてしか位置づけられない傾向がある。

】3．半自然景観Ha蓋bnat髄rliche　Landschaft

　7。総合群集名　ハマグルマーコウボウムギ総和群集（B－1）

　　　　　　　　　Wedelio－Carici　kobomugi－Sigmetum

1．　相観・構造

　1－1．相観

　　　　臨海域にある砂丘地およびその後背地海からの影響を受けやすい地域で，クロマツ林が

　　　特徴的にみられる。海岸の砂丘には，ハマグルマーコウボムギ群集，チガヤーハマゴウ群

　　　集などが限られた被度，群度で生育している。やや安定した内陸側には林床や低木層にト
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　　ベラ，シャリンバイ，マサキなどを混生しているクロマツ林（一部，トベラーウバメガシ

　　群集，マサキートベラ群集）が発達している。さらに内陸側は，畑や水田耕作地が広がっ

　　ており，クロマツの大木，マサキの生垣なども多い。

！－2．配分摸式
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1－3．優占する植生

　　　クロマツ植林，ウリカワーコナギ群集，カラスビシャクーニシキソウ群集。

1－4．標微および区分となる植生

　　　クロマツ植林，マサキートベラ群集，トベラ～ウバメガシ群集，ハマグルマーコウボム

　　ギ群集，オオマツヨイ群落。

！－5．高常面面の植生

　　　クロマツ植林，ハマグルマーコウボムギ群集，ヨシ群落。

1－6．潜在自然植生

　　　ハマボウフウクラス，マサキートベラ群集，トベラーウバメガシ群集，イノデータブノ

　　キ群集

1－7．分布

　　　　海燈線に沿って断続lil勺に細長い帯状に広がっている。

2．　緑の現状の総合評価

　2－1．　質白勺浄lz伽巨

　　　　海岸砂丘植生は砂丘の砂の移動の軽減など立地の安定をはかり，特異な自然景．観として

　　　高い評価が与えられている。高木，亜高木，低木，草本の各階層からなる多層群落はほと

　　　んどなく，クロマツが高木層に疎に生育するマサキートベラ群集，クロマツ植林が緑の中

　　　心となる。とくに伊豆半島の爽岸ではイノテータブノキ群集の萌芽林がみられる。海岸の

　　　汀線から内陸にかけて，立地条件に対応した植生配分がある。

　2－2．蚤的評価

　　　　海からの影響を強く受けている地域であり，クロマツ林を前線とした樹林帯による防風，

　防砂を欠かすことができない。そのため，海岸線に沿ったクロマツ林は，地域の10～！5％に達

　するところもあり，都市域としては多い。生垣，屋敷林としての緑は比較的多い。
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3．　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　植生，生物群集の保護・保全としては，クロマツ林を中心に海辺の鳥類の生息地，海岸

　　　砂丘植生の生育地である。

　　　　海岸砂丘地の特性を生かした自然環境の保全が必要である。核となる緑は，海岸線に沿

　　　つたクロマツ林，社寺林野として稀に残存している内陸域のイノデータブノキ群集の保護

　　　が望ましい。

　3－2．景観管理

　　　　海岸砂丘植生，クロマツ林（各種タイプの植生）およびその配列。クロマツの大木，ク

　　　ロマツの並木また，内陸側の生垣などによって特徴づけられる景観である。

　3－3，防災（立地保全：，水源かん養など）

　　　　侵食，崩壊，地すべりの危険性は河川沿いの隣接地に主として限られる。洪水，氾らん

　　　の危険性，河口から影響域に限られる。水源かん養機能はほとんどない。火災，地震時に

　　　はクロマツ門内，耕作畑地などが避難空間として利用できる。

　3－4，農林業地保全

　　　　砂質地または砂を多くまじえる土壌であるため，クロマツを中心とする植林，スイカ，

　　　ダイコンなど立地条件を生かした農作物が作られている。

　3－5．レクリエーション利用

　　　　保健休養の場としての価値：海岸砂丘は県内，県外から海水浴など多くの人々のレクリ

　　　エーション地でもある。

　3－6．生活環境保全

　　　　クロマツ林が防風林として利用されてきており，シャリンバイーマサキ低木林が防風の

　　　垣根として，各建物のまわりなどに多くみられる。生物による浄化機能は，広葉樹が少な

　　　いため大気の浄化機能が低いと考えられる。海岸砂丘植生の動態は立地の安定性，水分条

　　　件，養分条件，人為的影響など判定可能である。

　3－6．今後の課題

　　　　公園，公共施設に環境保全林，緑の環境の整備をはかる必要がある。自然教育の場とし

　　　ての重要性（多くの地点が観光レクリェーション地）があるため，安易な外来種の導入を

　　　さける。旧来からの地域固有の景観に示されている，緑の配分，緑の位置づけの再評価の

　　　必要がある。
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　8。　総合群集名　シキミーモミ総和群集スギ植林下位単位

　　　　　　　　　Illicio－Abieteto　firmae－Sigmetum，　Untereinheit

　　　　　　　　　mit　dem　Cryptomeria　japonica・Forst

l．　相観・構造

　1－！．相　　．観

　　　　ヤブツバキクラス域上部でモミ林，アカマツ林の生育によって特徴づけられる景観域で

　　　あり，スギ，ヒノキ植林，クリーコナラ群集など二次林の占めている面積が広い半自然景

　　　観域である。一部，タリーミズナラ群集が二次林として生育しているブナクラス域まで含

　　　まれている。

　1－2．配分模式

灘
甲．

　噛．あ

　パ
ハ

〆　・

　石

　　　漁

蝋
欝

1－3．優兆する植生

　　　クリーコナラ群集，スギ植林，ヒノキ植林，アカマツ植林。

1－4．標徴および区分となる植生

　　　クリーコナラ群集，アカガシーウラジロガシ群落，タマアジサイーフサザクラ群集，シ

　　キミーモミ群集，イロハモミジーケヤキ群集，コクサギーケヤキ群集。

！－5．高’常在度の植生

　　　クリーコナラ群集，シキミーモミ群落，ヒノキ，スギ植林。

1－6。潜在自然植生

　　　シキミーモミ群集，アカガシーウラジロガシ群落，イロハモミジーケヤキ群集他（ヤブ

　　ツバキクラス域上部）
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　1－7．分　布

　　　　海抜400～800mのヤブツバキクラス域上部，天竜川沿い，大井川上流，天城など県の内

　　　陸部。

2．　緑の現状の総合評価

　2一一1．質的評価

　　　　ヤブツバキクラス域の上部で，局所的にモミ林，アカマツ林を伴ったスギ，ヒノキ樹林

　　　の優占する地域である。山地，斜面であり，二次林，植林などさまざまな立地条件に応じ

　　　た，また遷移の各段階に対応した植生で大部分が被われている。

　2－2．量的評価

　　　　地域によりスギーヒノキ植林あるいはクリ・一コナラ群集が全山を占めていたり，植生の

　　　配分にかたよりがみられる。尾根筋などに自然林が残されており，自然環境のもつ多彩性

　　　発揮できる景観の一つである。

3．　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　シキミーモミ総和群集域でも，シキミーモミ群集，アカガシーウラジロガシ群落など自

　　　然林の残存が砥とんどみられない景観域である。したがって，保全すべき自然がほとんど

　　　ない。

　3－2．景観管理

　　　　ヤブツバキクラス域上部で植林の面積が圧倒的に広く，比較的単調な景観を形成してい

　　　る。しかし，地形的，立地的には単調でないため，部分的にタマアジサイーフサザクラ群

　　　集，モチツツジーアカマツ群集などが成立している。

　3－3．防災（立地保全，水源かん養など）

　　　　ヤブツバキクラス域上部で斜画の傾斜が急なことが多く，タマアジサイーフサザクラ群

　　　集などの生育地がみられる。水源かん養機能が高い。

　3－4．農林業地保全

　　　　スギ，ヒノキ，アカマツの植林が広く行なわれている。

　3－5．レクリエーション利用

　　　　部分的にはレクリェーション利用が可能であるが，ほとんど行なわれていない。

　3－6．生活環境保全

　　　　住宅地は少ないが，立地的に不安定な斜面の保全に十分の配りょが求められている。

　3－7．今後の課題

　　　　現在は比較的多彩な土地利回が行なわれていることが多いが，林業技術の進歩，土地利

　　　用の改変にともなって地形的に複雑であるにもかかわらず画一的，単調な景観への移行が

　　　予想されている。
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　9．総合群集名　クヌギーコナラ総和群集

　　　　　　　　Querceto　acutissimo－serratae・Sigmetum
1．　相観・構i造

　1－1．相　観

　　　　スギ，ヒノキ，アカマツの植林とコナラの優占する二次林（クヌギーコナラ群集）によ

　　　って大部分の面積が占められている。森林植生が優占している。スギ，ヒノキ植林によっ

　　　て大部分の面積が占められている典型下位単位から，モチツツジ～アカガシ群集，アカマ

　　　ツ植林などアカマツ林の生育によって区分されるアカマツ林下位単位，アズマネザサ，ネ

　　　ザサなどササ草原の優占する下位単位まで相観的に幅がある。ブナクラス域においてもス

　　　ギ，ヒノキ，アカマツ植林が優占している景観があり，総和群集単位は異っているが，相

　　　観を同じくしており，図面では同一凡例にまとめられている。

　！－2．配分模式

！－3．優占する植生

　　　スギ植林，ヒノキ植林，クヌギーコナラ群集。

！－4．標徴および区分となる植生

　　　クヌギーコナラ群集，クサギーアカメガシワ群集。

1－5．高常在度の植生

　　　アズマネザサーススキ群集（ネザサーススキ群集），スギ植林，ヒノキ植林。

！－6．潜在自然植生

　　　イロハモミジーケヤキ群集，シラカシ群集他（ヤブツバキクラス域），一部ブナクラス

　　域の植分も含まれている。

1－7．分　布
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　　　　ほぼ静岡県全域に及ぶ分布の広い景観である。田方郡を中心とする傍豆半島の北部山地。

　　　天竜市，周智郡，引佐郡山地，磐田郡の爾部山地。

2．緑の現状の総合評価

　2－1．質的評価

　　　　植林，二次林の優占する景観域である。植林は，スギ，ヒノキ，アカマツが高木層に優

　　　占し，亜高木層以下は貧弱となっている。自然林，自然植生の残存が限られている現在，

　　　県下の自然環境の機能的な中心として位置づけられる。

　2－2．量的評価

　　　　自然林に準じ多層構造の森林植生が優占しており面積も広く，自然環境のもつ多爾的効

　　　果を果している。

3．　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　厳密な意味での自然林を欠いているが，二次林，植林が広い面積を占めており，人間活

　　　動とさまざまな形で結びついた生物相を中心に，ある程度豊かな自然である。とくに，二

　　　次林の占めている割合の高い地域について言及できる。

　3－2．景観管理

　　　　木材生産工場ともいえる植林地の拡大がみられ，景観が単調となる傾向がある。しかし，

　　　人々が週末などに気楽に訪れることの出来る緑が豊かな地域でもあるため，画一的緑をさ

　　　け，立地条件にあった土地利用，景観の維持が安定した景観が求められているともいえる。

　　　このことは，同じ楠林を行うのでも立地条件の差異に応じた樹種の選定を行ない，十分な

　　　生産性が期待できない立地には単一樹種の植林をさけなけれぽならない。

　3－3．防災（立地保全，水源かん養など）

　　　　立地保全機能，水源かん養機能が高い。

　3－4．縫林業地保全

　　　　スギ，ヒノキ，アカマツを中心とする林業生産緑地である。クヌギ，アベマキ，コナラ

　　　など夏緑広葉樹林の利用がしいたけの原木などに限られているため，スギ，ヒノキの植林

　　　と変化の傾向がみられる。

　3－5．レクリエーション利用

　　　　この景観域では，レクリエーションなど人間が利用するに十分耐え得る二次林，植林が

　　　多く，自然もある程度まで多彩さ，豊かさを保持している。

　3－6．生活環境保全住

　　　　宅地は限られている。

　3－7．今後の課題

　　　　スギ，ヒノキ植林，沖積地を除いた県下のヤブツバキクラス域およびブナクラス域に広
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がっており，山地では全域がスギ，ヒノキ植林が占めている地域も少なくない。しかし，

尾根筋から谷合いまで針葉樹の画一的植林地化は生物相の貧化，地力の低下をまねきやす

いなど多くの問題点を指摘できる。

　10．総合群集名　ヤブコウジースダジイ総和群集（B－7）

　　　　　　　　Ardisio・Castanopsieto　sieboldii・Sigmetum
1．　相観・構造

　1－L相観
　　　　斜面が中心でスダジイ，アラカシなど常緑広葉樹の再生林，二次林の占める割合が多い

　　　地域である。また，谷部はスギ植林が多い。したがって森林植生が優占する景観域となつ

　　　ている。

　1－2．配分模式

1－3．優占する植生

　　　スダジイ，アラカシの萌芽・：再生林，スギ植林，ヒノキ植林。

1－4．標徴および区：分となる植生

　　　ヤブコウジ＿スダジイ群集，ミカン園。

1－5。高常在度の植生

　　　スダジイ，アラカシ萌芽・再生林，クサギーアカメガシワ群団，スギ植林，ヒノキ植林，

　　モウソウチク林。

1－6．潜在自然植生

　　　ヤブコウジースダジイ群集を中心にイノデータブノキ群集，イロハモミジーケヤキ群集

　　も一部含まれている。

1－7．分　布

　　　静岡県三下海部の台地肩や丘陵斜面。静岡県下でも温暖な県西部の臨海部，伊豆半島の

　　低海抜地。
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2．緑の現状の総合評価

　2一一1，　質白勺評有衝

　　　　自然林伐採後の再生林であっても，常緑必葉樹の二次林は，種組成，群落構造など常緑

　　　広葉樹の自然林に準じた機能を果してくれている。したがって，地域の緑の核として高い

　　　評価があたえられる景観である。

　2－2。量的評価

　　　　都市や水田地帯などに隣接している景観である。ウリカワーコナギ総和群集など開放景

　　　観域の占めている割合が高いヤブツバキクラス域下部（臨海域）において，二次林や植林

　　　の占める割合の高い景観の大部分は，このヤブコウジースダジイ総和群集域にまとめられ

　　　る。

3．　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　面積はせまかったり，断片的であったりするが，ヤブコウジースダジイ群集またはミミ

　　　ズバイースダジイ群集にまとめられる常緑広葉樹の自然林を混在していることが多い。

　3－2．景観管理

　　　　古くから人閾活動の影響が及んでいる地域およびその隣接地域である。土地利用形態が

　　　多様になっており，景観も多彩な植生から構成されている。自然保全の意味も含め，密然

　　　度の高い森林植生を中心に，広い三三について環境保全の施策が求められる。

　3－3，防災（立地保全，水源かん養など）

　　　　面積は限られている。しかし，佐宅地と隣接していることが多く，生育している代表的

　　　植生が常縁広葉樹の森林植生であり，立地保全，斜面安定機能が高い。

　3－4．農林業地保全

　　　　スギ，ヒノキの植林が行なわれている。

　　　　耕作地はほとんどない。

　3－5．レクリエーション利用

　　　　人々がさまざまな形で利用，位置づけている神社およびその敷地が中心となっている。

　3－6．生活環境保全

　　　　藏接的効用より，比較的質の高い多様な緑が多く残されていることによるさまざまな間

　　　接的効果が期待できる。

　3－7．今後の課題

　　　　都市や郊外に残された比較的質の高い緑の景観域であるが，減少の傾向が著しい。
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　C．耕作地景観　Kul加rlandschaft　mit　Ackern　uRd　Reisfeldern

　11．総合群集名　力ラスビシャクーニシキソウ総和群集（C－1，C－2）

　　　　　　　　　Pinellio　ternatae－Euphorbieto

　　　　　　　　　pseudochamaesycis－Sigmetu皿

1．　ネ目観・構造

　！－1相　観

　　　　県を代表する饗作物の一つである茶と柑橘類の生産緑地が優占している地域を中心に，

　　　一部疏菜類の畑が広がっている地域である。1，2年生草本植生ではあるが緑の占める割

　　　合が高い。茶または柑橘類など単一作物が圧倒的に広く栽培されている単調な田園景観と

　　　なっている。

　1－2．配分模式

轍
　　、し

鴨
遷

1－3．優占する植生

　　　カラスビシャクーニシキソウ群集，茶畑，ミカン畑。

！－4．標徴および区：分となる植生

　　　カラスビシャクーニシキソウ群集，コミカンソウーウリクサ群集，コハコベーヤクシソ

　　ウ群落，茶畑，ミカン畑。

！－5．高常在度の植生

　　　カラスビシャクーニシキソウ群落，スギ植栽，モウソウチク林，荒畑，ミカン畑。

1－6．潜在自然植生
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　　　　ミミズバィースダジイ群集，ヤブコウジースダジイ群集域にミカン園下位単位が集中し

　　　ているのに対して，茶畑下位単位は内陸側シラカシ群集域に広い分布域を占めている。

　1－7．分　布

　　　　ミカン園下位単位は静岡市，藤枝市，浜名湖周辺，伊璽半島東岸，沼津：市南部など。茶

　　　畑一ド位単位は，浜松，磐田，袋井，掛川，静岡にかけての台地上および大井川，安部川，

　　　富士川に沿った内陸まで広がりをみせている。

2．　緑の現状の総合評価

　2－1，質的評価

　　　　カラスビシャクーニシキソウ総和群集はミカン園によって特徴づけられる下位単位と茶

　　　畑によって特徴づけられる下位単位とに区分できる。土地利用がミカン園または茶畑と単

　　　調であり，その広がりも牧ケ原，三日ケ原のように広大なものも多く，持続的に生産性を

　　　維持していくのに多大な努力が：求められている。

　2－2．　妻詮白勺評｛面

　　　　茶畑は，一部が内陸域の急傾斜地まで広がっており，かつて自然林，二次林など森林植

　　　生によって立地保全がなされていた土地まで用いられている。集中豪雨，台風時などに表

　　　層を大量の水が流れたり，乾燥が続くことによって栽培木が桔れたりする被害が発生しや

　　　すくなっている景観域である。

3．　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　自然度の高い植生は少なく，斜面にスギ・ヒノキ植林，アラカシ，スダジイなど常緑萌

　　　芽林，クヌギーコナラ群集にまとめられる夏緑二次林が残されていることがある。

　3－2．景観管理

　　　　静岡県を代表する茶と柑橘類の栽培地であり，緑とくに常緑低木の占めている割合が高

　　　い特異な景観を呈している。構成要素が比較的単調な景観である。

　3－3．防災（立地保全，水源かん養など）

　　　　台地上の平垣地から斜面まで集約的土地利用が行なわれているため，部分的に土砂の流

　　　出を生じやすい不安定な立地もみられる。緑とくに木本穂物が優占しているにもかかわら

　　　ず，水源かん養機能は低木のため弱い。

　3－4．農林業地保全

　　　　現在は，茶と柑橘類を中心とする農業生産緑地であるが，スギ，ヒノキなど林業生産に

　　　も適した立地である。

　3－5．レクリエーション利用

　　　　住宅地が限られており，生産緑地でもあるため，レクリエーション利用がほとんど行な

　　　われていない。
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　3－6．生活環境保全

　　　　一般的に安定した環境となっている傾斜角がある斜面においては，みかん畑などの拡大

　　　によって立地の不安定化を生じ，隣接する地域へ災害を及ぼす可能性が高まっている。

　3－7．今後の課題

　　　　気候的要因も含めて，茶や柑橘などの栽培に適している温暖で安定した土地であるため

　　　に，画一的に栽培地が拡大している。しかし，多雨や異常乾燥など自然環境の極端な状態

　　　に対する許容力が低下している。

　12．総合群集名　ウリカワーコナギ総和群集（C－2，C－3）

　　　　　　　　Sagittario・Monochorieto・Sigmetum

1．　相観・構造

　1－1．相観

　　　　春季にはノミノフスマーケキネノボタン群集，夏季にはウリカワーコナギ群集が雑草群

　　　落として生育する水田耕作地が広い面積を占めている田園景観域である。森林植生は少な

　　　く，ヒノキ，スギ，モウソウチクなどの植栽，生垣が中心となる沖積地に発達する。開放

　　　景観域でもあり，稲作を中心とする農業生産緑地が広がっている。現在では水田耕作地の

　　　広がりの中に畑地，住宅地他に工場立地などがモザイク状にみられる。

　！－2．配分模式

5
≦ 口

9

載

傘 1

）

1－3．復i劃する植生

　　　ノミノフスマーケキツネノボタン群集，ウリカワーコナギ群集。

1－4．標徴および区分となる植生

　　　ノミノフスマーケキツネノボタン群集，ウリカワーコナギ群集，ヒメガマ群落，ヨシ群

　　落，チガヤ群落，ミゾカクシーオオジシバリ群集，チガヤ群落，ミゾソバ群集，セリーク

　　サヨシ群集。

1－5．高常在度の樋生

　　　ノミノフスマーケキツネノボタン群集，カラスビシャクーニシキソウ群集，ウリカワー

　　コナギ群集。

！－6．潜在自然植生
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　　　　ハンノキ群落，ヨシ群落，イノデータブノキ群集。

　1－7．分　布

　　　　県の平野部（引佐郡，湖西市，浜松布，浜北市，盤陀市，袋井市，掛川甫，小笠郡，榛

　　　原郡，藤枝市，焼津：市，静岡市など）

2．緑の現状の総合評価

　2－1．質的評価

　　　　稲作を中心とする農業生産緑地であり，屠的とする作物の栽培段階に応じた季節的変化

　　　のみられる雑草群落で占められている。防風のためなどに生垣など木本植物の生育がわず

　　　かにみられるにとどまっている。森林植生は，植林を含めてもほとんどない。

　2－2．量的評価

　　　　緑，農作物の栽培されている地域は多いが，自然度の高い植生，多層群落が不足してい

　　　る。一方，平坦地であるため，都市の隣接地では住宅地，産業立地化が進んでいる。

3．　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　自然度は低いが，水田を中心とする安定した耕作地としての線の占める割合が高い。森

　　　林三生は，植林を含めてもほとんどない。

　3－2．景観管理

　　　　緑で被われている面積は多いが，地形が平坦であり，自然度の高い植生，多層構造の群

　　　落は少なく，単調な景観を呈する。

　3－3．防災（立地保全，水源かん養など）

　　　　従来より増水や大雨時の遊水地の役割をになっている。また災害の避難場所にもなる。

　3－4，農林業地保全

　　　　沖積地または台地上の平坦地であり土地の生物的生産力が高い。沖積低地など過湿地で

　　　は，水田以外の土地利用に際して排水，盛土等の対応が求められる。

　3－5。レクリエーション利用

　　　　大部分が農業生産のための緑地である。

　3－6．生活環境保全

　　　　農作物の収ま議により閥接的に年次別の自然環境の把握が可能である。

　3－7．今後の課題

　　　　都市化，産業立地化が最も容易な立地の一つである。現在は水田を中心とする耕作地の

　　　占めている割合が高いが，今後都市化などの土地利用形態の改変が予想される。同時に他

　　　の景観域と同じ開発を行うと，核となるべき緑，自然度の高い緑が少ないため，渚肺砂

　　　漠ミ化が顕著となる危険性が高い。
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シロザクラス
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und　bei　extensiver　K聰1tur

Fig．9　水田雑草群落と環境との関係（宮脇！965）

Der　Reisfeld－Komplex　als　komplexe　Bioz6nose（Miyawaki　l965）

13．総合群集名 キバナカワラマツバーススキ総和群落（C－4）

Sigmetum　der　Galium　verum　var．　asiaticum・

Miscanthus　sinensis－Gese】lschaft

1．　相観・構造

　1－1．相観

　　　　　　富士山麓を中心に広がっているススキ草原と牧野， およびゴルフ場の芝地。
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　　　草原（Wiesen）または草地（Weiden）が持続的に優占している景観域。

1－2．配分模式
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　1－3．優占する植生

　　　　カモガヤーオオアワガエリ群落，キパナカワラマツバーススキ群落，ゲンノショウコー

　　　シバ群集。

　1－4．標徴および区分となる植生

　　　　カモガヤーオオアワガエリ群落，ゲンノショウコーシバ群集。

　1－5．高常在度の植生

　　　　カモガヤーオオアワガエリ群落，スギ植林，ゲンノショウコーシバ群集。

　1－6．潜在自然植生

　　　　ハクサンボクーイヌブナ群落他。

　！－7．分　布

　　　　寓士山麓，天城高原。

2．緑の現状の総合評価

　2－1．　質白勺言平佃i

　　　　自然度の高い植生は皆無である。火入れ，刈り取り，放牧など比較的頻度の高い人為的

　　　管理が行なわれている。

　2－2．　量白勺評f商

　　　　開放景観，草原景観として利用されている土地である。

3．緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　自然度の高い植生，森林植生を欠いている。しかし，富士山麓のススキ草原（キバナカ

　　　ワラマツバーススキ群落）はやや寒冷な気候条件，火山灰地と古くから火入れが行なわれ
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　　　てきた歴史の結果として成立しているススキの持続群落である。

　3－2．　景観管；理

　　　　開放景観を維持するために火入れ，刈り取りなどがひんぱんに行なわれている。

　3－3．防災（立地保全，水源かん養など）

　　　　水源かん養機能，立地保全機能は極端に低い。冬季には，枯れて乾燥した草本植物の関

　　　与した火災の危険性が高い。

　3－4．農林業地保全

　　　　一部が放牧，採草などの牧野として利用されている。

　3－5．レクリエーション利用

　　　　ゴルフ場として利用されている土地が多い。

　3－6，生活環境保全

　　　　特になし。

　3－7．今後の課題

　　　　ゴルフ場として土地利用されている地区の多いこの景観域は，県下の海抜200～600m付

　　　近に広く点在しており，自然日刊を考察するときには無視できない。

　D．都市景観　Stadt玉andschaf色

　14，総合群集名　カゼクサーオオバコ総和群集（D－1）

　　　　　　　　　Eragrosto－Plantagineto－Sigme北um

1．　ネ目観・構造

　1－1．相　観

　　　　住宅地，都市域であり庭，住宅の調囲，公園，小斜面，空地などに限られた緑がみられ

　　　るにとどまっている。緑で占められている面積は極端に少ない。旧市街地や沖積面と台地

　　　丘陵が複雑に入り組んでいる地域では自然度の高い植生もみられるが，沖積地や造成地の

　　　新しい住宅地では緑が質的および最的に乏しい。

　1－2．配分模式
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！－3，優占する植生

　　　特になし。
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　1－4，標徴および区分となる植生

　　　　カゼクサーオオバコ群集，1「o勿伽5spp．植林。

　1－5．高常在度の植生

　　　　カゼクサーオオパコ群集，ヨモギクラス，各種樹木の植栽。

　1－6．潜在自然植生

　　　　イノデータブノキ群集，シラカシ群集が多い。

　王一7．分　布

　　　　静岡，沼津，三島，清水，浜松を始めとする都市域。

2．緑の現状の総合評価

　2－1．質的評価

　　　　生活，産業活動の場として人口密度が高く，より有効な土地利用が求められている。し

　　　かし，かって集落毎に豊かな緑の核として神社林，屋敷林が残されていたが，現在では，

　　　新たに緑の環境を学校，公園，各種公共施設などを中心に，積極的に環境保全林としての

　　　創造が求められている。

　2－2．量的評価

　　　　緑の量は極端に不足しており，他の景観域に依存している。

3．　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　面積は限られていても，旧来の社寺，屋敷の裏手などに貴重な自然が残されていること

　　　がある。また，社寺林，古くからの公園などには古木，大木が生育していることが多い。

　　　保存，保護への施策を欠かすことが出来ない。

　3－2．　景観管理

　　　　景観を構成している主な材料が鉄，セメントで代表される人工系で占められている，文

　　　化景観域，都市景観地である。

　3－3．防災（立地保全，水源かん養など）

　　　　現存している槌生は貧弱で水源かん養機能が期待できない。しかし，侵食，崩壊，地す

　　　べりの危険性がある斜面においては，二次林であっても立地保全機能が期待できる。

　3－4．農林業地保全

　　　都市，市街地の発達する以前には，農耕地として高い生産性があったとしても，現在で

　　　は，耕作地，植林はほとんど残されていない。また生産緑地としての環境も悪化している。

　3－5．レクリエーション利用

　　　保健休養の場，精神的快適度，やすらぎ感は，都市公園に依存するか，隣接している他

　　　の景観に依っている。

　3－6．生活環境保全：
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　　　　都市の発達は，空気の汚染，騒音，気温の上昇などさまざまな形で生活環境を確実に悪

　　　化させてきている。また，健全な環境を指標（保証）してくれる人間との共存者，すなわ

　　　ち郷土の自然を欠いている。

　3－7．今後の課題

　　　　かつては，生産性の高い農耕地であることが多い。そのため，基盤作りを前提として，

　　　本格的な緑の創造が比較的容易である。

　15．総合群集名　ニワホコリーイヌビエ総和群落（D－2）

　　　　　　　　　Sigmetum　der　Eragrostis　multicaulis・

　　　　　　　　　Echi皿ochloa　crus－glalli．Gesellschaft

1．　相観・構造

　1－1，相　観

　　　　比較的新しい造成地，埋立て地。本格的な緑が乏しい。イチョウ，マテバシイ，カイヅ

　　　カイブキ，アカマツなど樹木の植栽，並木とツツジ類，アベリアの植栽，芝地が人工的に

　　　作られた緑であり，空地に生えているニワホコリーイヌビエ群落など1，2年生雑草群落

　　　が自生の緑である。

　1－2．配分模式
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　！－3．優占する植生

　　　　特になし。

　1－4．標記および区分となる植生

　　　　ニワホコリーイヌビェ群落，

　1－5．高常在度の植生

　　　　イチョウ植栽。

　1－6．潜在自然植生

　　　　イノデータブノキ群集。

　1－7，分布

　　　　臨海埋立て地。

2．　緑の現状の総合評価

セイタカアワダチソウ群落，カイヅカイブキ植栽。
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　2－1．質的評価

　　　　県下で最も貧弱な緑しか現存していない地域である。今後，限られた面積しか確保でき

　　　ない。したがって，森的多層群落の形成による緑地を質的に向上させることが望まれてい

　　　る。

　2－2．量的評価

　　　　埋立てや造成されてまもない土地は，既存の緑が皆無であり，植栽が行なわれない限り，

　　　本格的緑の創造が不可能な地域である。

3．　緑の環境保全と利用（環境管理法）

　3－1．自然保全

　　　　埋立て，造成など大規模な土木工事によって新たに生み出された立地であり，立地と直

　　　接に結びついている貴重な生物相は特にない。

　3－2．景観管理

　　　　人々が荒れていると感じる空地の雑草群落と植栽または種子の散布が行なわれた緑によ

　　　って構成されている。内陸の造成地では周辺地域の緑に依存していることが多い。全体と

　　　して，緑の質，量とも不足している。

　3－3，防災（立地保全：，水源かん養など）

　　　　内陸の造成地では，盛土地，造成法面の立地保全が重要であり，持続的に立地の安定が

　　　はかられるよう配りょが求められている。立地の持続的保全，景観形成のために生きた構

　　　築材料の積極的な利用があげられる。

　3－4．農林業地保全

　　　　ニワホコリーイヌビエ総和群集域は農林地を欠いている。

　3－5．レクリエーション利用

　　　　公園，緑地帯など一定のレクリェーション空間が確保されているが，他の景観域と比較

　　　して，緑が不足している。

　3－6．生活環境保全

　　　　ニュータウンなどの造成地は今後多くの人々の日常生活の場となり，臨海埋立て地は将

　　　来共多くの人々が働く，あるいは訪れる産業立地，公共施設地となり，健全な環境の確保，

　　　とくに生物的環境を保全，形成する本物の緑づくりが必要である。

　3－7．今後の課題

　　　　地域内および周辺に十分緑が確保されていないため，生活環境，労働環境保全をはかる

　　　ため，本格的に潜在自然植生を基礎とした緑の環境創造の実施が望まれている。
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　Flg　9　スキ，ヒノキを中心とする植林が広がっているクヌキーコナラ

　　　　総懸群集域（引佐IIIJ，海抜400m付近）

Mlt　den　Forsten　von　Cフyρ孟。〃～♂1僧～αノ妙α’1ωund　C1～α〃’α8乙塑α々～o∂‘z‘～αwelt

bedcckte　Areale　des　Querccto　acutlss玉mo－serratae¶S19艶etum
（エnasa－chQ，　ca　400　m　u　NN）

　　　F玉g．10　桜が満開する春季のヤフコウシースタシイ総括群集域

　　　　　　　（富士市岩木山，海抜150m）。

F油ilngsaspekt　mlt　vollbluhemden　K三rschbaumen　lm　Ard・s1・一Castan・pslet・

slebold11－Slgmetum　Geblet（lwamotoyama150muNN，StadtFuJ1）
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鶴聾甕

奪潔．

　縫

嚢難慧講

　　　　襲

　　　　Fig．！！　ナガバギシギシーギシギシ群集な：どの生育する河辺はイヌコリ

　　　　　　　　　ヤナギ総和群集域にまとめられる（川根町，海抜200m）。

Saliceto　l親egrae－Sigmetum－Arealediemit　Rumicetum　crispo・lapQnici
u．aAuenvegetation　entwicl｛elt　sind（200　m疑．　NN，　Kawane－cho）．

嵐

　Fig．12茶畑が広がるカラスビシャクーニシキソウ総和群集域（三ケβ町）

Are盆ie　von　PinelhQ　ternatae－Euphorbieto　pseudochamaesycis・
S三gmetum　mit　weit　ausgedehnte　Thea　sinensis－Garten（Milくkabi－cho），



1！2

摘 要

　地球の表面を広く被っている植生は，環境条件・立地条件の差異と人闇活動による影響の総和

に応じた多彩な展開をしており，質的および量的に地域の自然環境の核として景観を構成する主

要な要素となっている。したがって，地域の自然環境を判定し，将来に向つた環境保全政策環

境計画を策定する基礎資料となる植生情報は，人間の本質的な共存者，生活環境を支えている生

きものの側からの総合的評価と位置づけることができる。

　今回，首都圏と近畿圏，中部圏をつなぐ軸点として本州のほぼ中央，太平洋側に位置している

静岡県を対象とした植生調査が実施された。さらに，静岡県下全域の植生単位の把握および植生

単位を基礎とした植生学的方法による景観調査，すなわち総和群集の把握が行なわれた。静岡県

下の総和群集（落）は以下の自然景観6単位，半自然景観4単位，耕作地景観3単位，都市景観

2単位15単位にまとめられる。

　A，自然景観

　　！，フジハタザオーオンタデ総和群集

　　2．コケモモーハイマツ総和群集

　　3．シラビソーオオシラビソ総和群集

　　4，ヤマボウシーブナ総和群集

　　5，シキミーモミ総和群集，アカガシーウラジロガシ群落下位単位

　　6．イヌコリヤナギ総和群集

　B．半自然景観

　　7．ハマグルマーコウボウムギ総和群集

　　8．シキミーモミ総和群集，スギ植林下位単位

　　9．クヌギーコナラ総和群集

　　！0．ヤブコウジースダジイ総和群集

　C．　耕f乍地景観

　　1！．カラスビシャクーニシキソウ総和群集

　　12．ウリカワーコナギ総和群集

　　13．キバナカワラマツバーススキ総和群落

　D，都市景観

　　14．カゼクサーオオバコ総和群集

　　！5．ニワホコリーイヌビエ総和群落

　以上の各総和群集について，相観，配分模式，優占する植生，標徴・区分となる植生，高常在

度の植生，潜在自然植生とその分布，緑の現状に関する質的および量的評価等の項目について判
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定，評価が行われている。

　環境条件・立地条件のきびしさ，人間活動の影響の程度など植生の発達を規制している環境圧

は，植生形を規定してくる。したがって，地球的レベルで：本来常緑広葉樹の高木林を支えうる位

置にあり，海抜800m以下は潜在自然植生が照葉樹林で占められており，それ以高の山地は海抜

！，600m付近まで夏緑広葉樹林帯，海抜2，700mまでは亜高山針葉樹林帯に属している静岡県下全

域の現存植生は，さまざまな環境圧が加えられることによって，より貧化し，単純化した自然環

境，植生が成立している。このような視点から，植生形による地域の自然環境の豊かさの評価，

区分が行なわれている。

　植生形は以下に区：分されている。

　　　1。無植生

　　　2．1，2年生草本植生

　　　3．多年生草本植生

　　　4。亜高木・低木林（亜高山針葉樹林／夏緑針葉樹林／常緑針葉樹林／夏緑広葉樹林／常

　　　　　　緑広葉樹林）

　　　5，高木林（常緑針葉樹林／混生林／夏緑広葉樹林／常緑広葉樹林）

　以上に示されている総和群集および植生形による自然環境の豊かさ評価分級を凡例として静岡

県全域の生態立地図が作成された。

　今後，静岡県における環境保全，環境管理が考察されるにあたって，この生態立地図が植生生

態学的な自然環境の現状に関する総合評頷として積極的に活用され，より望ましい県土の利用と

県民の持続的で健金な生存，生活環境の保証と確実な繁栄が保証されることが望まれている。
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Zusammenfassung

　　Bestandsaufnahmen　der　GrUnfl註cheR　in　der　Pr註fektur　Shiz翼oka

－eine　Grund董age　fUr　die　Bewertung　der　Umwelt　nach　der　Vege軸tion一

　　　　Die　Vegetation　bedeckt　die　Oberf1琶che　der　Erde　wie　ein　grUnes　Gewand．　Sie　ist　durch

das　Zusammenwirken　der　verschiedenen　Standortsbedingungen　und　irl　j廿ngerer　Zeit　der

ungleichen　menschlichen　Aktivitaten　au3erst　vielseitig　entwickelt　und　raumlich　dlfferenziert．

Damit　bilden　die　Pflanzengesellschaften　sich　quantitativ　und　qualitativ　als　natUrliche　Haup－

telemente　der　Landschaft．

　　　　Daher　bietet　die　Vegetation　wichtige　Zeiger　f廿r　die　natUrlichen　Umweltbedingungen　der

einzelnen　Gebiete，　damit　Pflanzendecke　und　Mensch　koexistieren；fUr　eine　gesicherte，

langfristige　Umweltpolitik，一gestaltung　und－pflege．　Aber　der　Mensch　ist　auf　die　Vegetation

angewiesen．　Der　Mensch　bestimmt茸ber　die　Veranderung．　Oft　Verarmung　der　Vegetation

ist　ein　sicherer　6kologischer　Umwelts－lndikator．

　　　　Vegetations6kologische　Gelandeforschung　wurde　in　der　Prafektur　Shizuoka　seit　1980

durchgef〔ihrt．

　　　　Die　Prafektur　Shizuoka　liegt　in　der　Mitte　der　Japanischen　Inseln；sie　reicllt　von　den

Meeresk廿sten　am　Pazifik　bis　zum　Gipfel　des　Fuji－san（3776　m茸．　NN）un．d　enthalt　die　h6－

chsten　Regionen　der　Japanischen　Alpen　mit　6　Gipfel　Uber　30001n．

　　　　Die　Vegetationseinheiten　des　gesamten　Areal＄der　Pr吾fektur　Shizuoka　wurden　wie

folgendes＝

A．

　　　Als　Grundsteine　einer　vegetationskundlichen　Landschaftsforschung　wurd

ationen　des

wurden　6　zugeordnet，

Naturlandschaft

！．Arabido－Polygoneto　weyrichii　alpini－Sigmetum

2，Vaccinio－Pineto　pumilae－Sigmetuln

3．Abieteto　veitchio－mariesii－Sigmetum

4　Como－Fageto　crenatae－Sigmetum

5．111icio－Abieteto　firmae－Sigmetum，　Untereinheit　mit（ler

　　　Quercus　acuta－Q．　salicina－Gesellschaft

6．　Saliceto　integrae－Sigmetum
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　erl　die　Sigmassozi－

　　　Gebietes　studiert．　Es　wurden　15　Sigma－Einheiten　aufgestellt；der　Naturlandschaft

　　　　　　　　　　　　der　halbnatUrlichen　4，　der　Kulturlan（lschaft　3，　der　Stadtlandschaft　2，



Far　jede　Sigmassoziatio且wurden　Physiognomie，　Verteilung

GesellschafteR，　pote撹ielle

eschatzt．

　　　　Stalldortsbedingunge職，　besonders　StreBfaktoren，　und　menschliche£inwirku難g　bestimmen

die　Vegetationse厩wicklung　und　die　Vegetationsformationen（Vf）．　Die　Pr猷fektur　Shizuoka

geh6rt　eigentlich　im　groBen　ganzen　bis　etwa　800　m預．　NN　zur　Stufe　der　lmmergr賛ne盒

Walder（C　a　m　e　l　l　i　e　t　e　a　j　a　p　o　n　i　c　a　e一，　Lorbeerwaldstufe）；bis！500　m廿。　NN，　in　der

Fagetea　c　r　e　n　a　t　a　e－St．ufe，　entwickeln　sich　SommergrUne　Laubw装1der；darUber　liegt　die

Subalpine　Nadelholz－Stufe：das　V　a　c　c　i　n　i　o－Piceetea．　Die　heutige　reale　Vegetation

der　Prafektur　Shizuo1くa　ist　jedoch　wie　die　der　meisten　anderen　Prafekturen　Japa燕s　durch

verschiedene　Einwirkungen　verarmt　und　monotoaisiert　und　zeigt　so　die　Verarm．ung　der

gesalnten　natUrlichen　Umwelt　an．　Auf　diese　vegetations6kologische簸Gesichtspunkte　gr琶ndet

sich　unsere　Abschatzung　urld　Beurteilung　des　Reich亀ums　der　nat廿rlichen　Umwelt，

　　　　　　　　　！．Vegetatio取sformation（Vf）：Vegetation　fehlend

　　　　　　　　　2．Vf：1－2　j鼓hrige　Krautvegetation

　　　　　　　　　3．Vf：Perennierende　Krau毛vegetation

　　　　　　　　　4．Vf：GebUsche　und　Niederwalder
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王meinzelnen　handelt　es　sich　um　folgende：

　　　B．Halbnat藤rliche　Landschaft

　　　　　　　7．Wedelio－Carici　kobomugi－Sigmetum

　　　　　　　8．Illicio－Abieteto　firmae－Sigmetum，　URtereinheit　m乱t　dem

　　　　　　　　　　　Cryptomeria　laponica－Forst

　　　　　　　9．Querceto　acutissimo－serratae－Sigmetum

　　　　　　！0．Ardisio－Castanopsieto　s玉eboldii－Sigmetum
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　C，Kulturlandschaft　mit　Ackem　und　Reisfeldern

　　　　　　U．Pinellio　ternatae－Euphorbieto　pseudochamaesycis－Sig－

　　　　　　　　　　metum

　　　　　　12．Sagittario－Monochorieω一Sigmetum

　　　　　　13．Sigmetum　der　Galium　verum　var．　asiaticum－MiscaHthus

　　　　　　　　　　sinensis・Gesellschaft

　　　D．　Stadtlandschaft

　　　　　　！4．£ragτasto－Plaatagineto－Sigmetum

　　　　　　15。Sigmetum　der　Eragrostis　multicaulis－Echinochloa　crus－

　　　　　　　　　　galli－Gesellschaf£

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，Charakter－u無d　differenzierende

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漁at慧rliche　Vegetation　und　Erhaltungsz．ustand　bestim賦oder　abg一



1！6

　　　　　　　　　5．Vf＝Hochw銭1der

Es　wird　eine　Standortsk：arte　der　Pr銭fektur　Shizuoka　vorgelegt，　in　welcher　nach　den　Sig－

massoziationen　und　Vegetionsformatione蔦Mannigfaltigkeit　undδkologischer　Reichtum　der

natUrlichen　Umwelt　abgesch琶tzt　sind．　Diese　Karte　soll　zur　Diagnose　uRd　Bewertung魚r

den　Umweltschutz，　die　Landschaftspflege　und－planung　in　der　Gegenwart　aktiv　genutzt　we－

rden　und　in　Zukunft　zur　idealen　Entwicklung　der　Pr銭fektur　beitragen，　allen　Bewohnern　die

Grundlage魚r　ein　gesundes　Leben　garantieren　und　die　Eatwicklung　einer　eigenstandigen

Kultur　sichern．
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SUMMARY

　　　　Vegetation　which　covers　a　wide　surface　of　the　earth　is　evolving　in　a　variety　of　ways

in　response　to　the　sum　total　of　in且uences　by　human　activities　and　differences　in　environ．

me且tal　conditio蔦s　and　geographcal　positions．王t　is　also　a　malor　factor　in　the　formatio貸of

landscape　which　provides　for　the　core　of　the　natural　environment　of　a　region　in　terms　of

quality　and　quantity．　Accordingly，　vegetation　informatio且which　serves　as　basic　materials

for　setting　up　future－oriented　environmental　plans　and　enviro且me就al　protection　rneasures

and　for　determining　a　region’s　natural　enviro且ment　ca且provide　the　ba＄is　for　the　composite

evaluation　and　locahzation　of　vegetation　as　seen　from　its　supportive　role　of　life　env量ron，

ment　and　man，S　eSSe取tial　COeXiStenCe．

　　　　Avegetation　survey　was　conducted　covering　the　Shizuoka　prefecture　which　lies　almost

in　the　center　of　Honshu　island　and　faces　the　Paci丘。　Ocean．　The　survey　covers　an　axial

poi撹connecting　the　urban　radius　aad　the　Kinki－Chubu　radius．　In　addition，　an　unders－

tanding　of　the　sigma．associations　was　conducted　by　mea簸s　of　the　vegetation　science　met－

hod　based　on　the　vegetation　unit　of　the　whole　area　of　prefecture．　The　complex　vegetations

found　in　Shizuoka　prefecture　can　be　summarized　as　shown　below　i就06units　of　natural

landscape，4　units　of　semi－Ratural　laτ1dscape，3　units　of　cultivated　laadscape　and　2　units

of　urban　landscape，　giving　a　total　of　15　Sigma－associations　altogether．

A．Natural　Landscape

B．

C．

！．

2．

3．

4．

5．

Arabido－Polygi塗eto　weyrichii　aplini－Sigmetum

Vaccinio－Pまneto　pumilae－Sigmetum

Abieteto　veitchio－mariesii－Sigmetum

Corno－Fageto　crenatae－Sigmetum

Illicio－Abieteto且rmae－Sigmetum，　Under－unit　of

communlty

Saliceto　integrae－Sigmetum

Quercus　acuta－Q．　salicina一

6．

Semi－natural　Landscape

7．Wedelio－Carici　kobomugi－Sigmetum

8．　nlicio－Ab量eteto且rmae－S1gmetum，　Under－unit　of　Cryptomeria　japonica－Forest

9．　Querceto　acutissimo－serratae－Sigmetum

10．　Ard呈sio－Castanopsieto　siebold1i－Sigmetum

C娘1tivated　Landscape
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　　　　　　　！！．　Pinellio　ternatae－Euphorbieto　pseueochamaesycis－Sigmetum

　　　　　　　12．SagittarioMonochorieto－Sigmetum

　　　　　　　13．Sigmetum　of　Galium　verum　var．　asiaticum－Misca凱hus　sinensis－community

　　　　D．Urban　Landscape

　　　　　　　14．　Eragrosto－Plantagineto－Sigmetum

　　　　　　　l5．　Sigmetum　of　Erasgrostis　multicaulisEchinochloa　cms－galli－community

　　　　Each　sigma－association　is　evaluated　qualitatively　and　quantitatively　with　regards　to　its

physiGgnomy，　vegetatlon　p■o侃e，　dominating　vegetation，　character　and　difEerential　vegeta－

tion　unit　distribution　and　localities　of　potential　natural　vegetation．

　　　　The　environmental　pressures　which　restrict　the　development　of　vegetation　such　as　the

degree　of　in且uences　of　human　activities　and　the　severity　of　envirommental　conditions　and

geographical　positions　determine　the　types　of　vegetation，　Accordingly，　most　parts　of　the

Shizuoka　prefecture　were　covered　originally　with　the　evergreen　broad－1eaved　tall　forest

（upper　limit　of　the　forest　is　about　800m）．　From　this　viewpoint，　we　can　evaluate　and

classify　the　richness　of　natural　environrnent　of　a　region　by　the　existing　types　of　vegetation．

　　　　The　tyes　of　vegetation　are　classified　as　follows：

1．

2，

3．

4．

5．

　　　The　above　cl

　　　In　the　future，　the

management　o

prefecture　and　for　the　prosperity　of　the　people　of　the　prefecture．

Bare　land（No　vegetation）

Annual　and　bienllial　herb　vegetation

Perennial　herb　vegetation

Shrub　and　copPice　forest

Tall　tree　forest

　　　　assi丘cations　give　us　the　ecological　map　of　S届zuoka　prefecture．

　　　　　　　　　active　use　of　the　above　map　in　the　environmental　protection

　fShizuoka　prefecture　can　provide　basis　for　better　land　use　planning　in

and

the
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